
 

令和 4年度 柴宮地域公民館主催事業男女共に学ぶ「しばみや学舎」事業報告 

                        令和５年３月１７日（金曜日） 

 

 

      第５回講座 「川柳を学ぶ」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 

山田 昇先生 

川柳は 五・七・五を読む 母の声を読む 

    悲しみを読む 友達を読む 

    さみしさを読む 腹ペコを読む 

    ありのままを読む 思いのままを読む 

   まだまだ沢山の読む川柳を学びました。  

「五七五なんでも読む・・川柳はことばのつばさ 

●春が来て御近所さんと花談議       ●散歩道たんぽぽさんのお出向かい 

●一年生重いカバンに夢背負う       ●桜咲く我が人生はまだ蕾 

●桜咲く花見だんごに笑みこぼれ      ●来年も千本桜見にいこう 

●初孫が梅を見上げいい匂い        ●初孫の入学式に出た記憶 

●母恋し想いでたどる花見山        ●一面に笑顔ふりまく芝桜 

●明るさをわたしにくれる福寿草      ●散歩道私を癒すイヌフグリ 

●オミクロン五月の風でただの風邪     ●春よ来い歩いた道は冬ばかり 

●陽春にわくわく友とランチする      ●食卓に春の香りを添えて出す 

●庭で摘むちょっぴり苦いふきのとう    ●桜咲くあっという間に葉桜に 

●白内障春の景色がかすんでる       ●春なのに超インフレで病む心 

●春一番向かい風で帽子とぶ        ●花植える虫が出て来てこんにちは 

●おめでとう卒業だね ひい孫よ      ●五百渕 桜のつぼみいつ開く 

●孫達の「サクラサイタ」便り待つ     ●桜待つ「いばみや学舎」仲間たち 

    

お題「春」 

受講生の読んだ

川柳です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「しばみや学舎」５回講座 

楽しく終了する事ができました。 

★味噌つくり   ★ヨーガ 

★パステルアート ★脳トレ 

★川柳 

 

 

 


